
 

 

 

 

 

 

 

 

   
                                     

 

 

副園長  蟹  知子 

 

やっと暑さが落ち着き、秋らしく、体を動かすには心地よい季節となりました。園庭

では、セミの声に代わり、子どもたちの元気な声が響いています。様々に体を動かして

遊ぶ子どもたちの姿の中に、運動会を感じさせる活動が多く見られるようになってきま

した。 

 

年長すみれ組は、自分たちが進める運動会に向けて、毎日頑張っています。その中で

もリレーが人気です。学級でリレーを行った日の午後、Ａさんは好きな遊びの中でもリ

レーをやりたいと思ったようです。でもあいにく園庭は他の学級が使用しています。ど

うしてもやりたかったＡさんは、園庭の端に直径１メートルほどのミニトラックを作り、

自分なりにリレーの環境を整えました。もちろん、このサイズのトラックではリレーは

できず、Ａさんはリレーができませんでした。お節介な副園長は、“このやる気を次につ

なげたい”と思い、Ａさんに話しかけました。Ａさんは、学級で行ったリレーでは２連

敗したこと、でもすごく楽しかったこと、今はできなかったけど次にまたみんなで行う

ことがとても楽しみなことを話してくれました。楽しい気持ちが、もっとやりたいとい

う意欲や自分で遊ぶ環境を作る姿につながり、Ａさんを動かしています。  

 

運動会に向かっていくなかでは、積極的な幼児ばかりではなく、取り組みに消極的な

幼児もいます。そのようなときに教師は、その姿の背景にある理由を考えます。そして

どうしたら興味をもって取り組めるのか援助の手立てを考えていきます。取り組めるよ

うにするポイントはいかに楽しくできるか、ということが大きいです。やりたくない理

由よりも楽しさが大きくなれば、苦手、失敗したらどうしよう、負けたくない、という

マイナスの気持ちも吹き飛ばしてくれます。  

運動会は毎日の保育の中で楽しんでいることの延長線上にあります。日々の楽しさを

原動力として運動が好きな子もそうでない子も運動会に向かっています。  

今年は湯島園舎での開催となり、ご不便をおかけすることも多いかと思います。場所

が違っても子どもたちが経験する内容は変わりません。保護者の方の熱い声援もきっと

変わらないと思っております。引き続き、ご協力をよろしくお願いいたします。  

 

  

   

  

 

楽しい気持ちを原動力に  

～運動会に向けて～  

１０月  園だより 

＜教育目標＞ ・元気に遊ぶ子ども 
・豊かに感じる子ども 

・考え工夫する子ども  

R７．９．３０  文京区立本駒込幼稚園  

 


